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第２期美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略 改訂の概要

《共通》

新ﾍﾟｰｼﾞ 区 分 改 訂 内 容

課名変更 改訂前 にぎわい交流課、観光課

改訂後 にぎわい拠点課、観光交流課

《基本目標①》

新ﾍﾟｰｼﾞ 区 分 改 訂 内 容

4 本文 《基本的方向》
<追記> ○ デジタル地域通貨の導入等により、地域経済の好

循環を創出する。

理由 域外から流入した利益を域内で還元する流れをつくること
を、基本的方向として総合戦略に加える。

ＫＰＩ 改訂前 (1)プレミアム付き商品券換金額：559,000千円（R1年度
<削除> ：-千円）

理由 関連事業終了のため。

事業 改訂前 (1)○プレミアム付き商品券発行事業 〈企業応援課〉
<削除>

理由 事業終了のため。

5 ＫＰＩ (4)「脇町突抜町住宅」における年間売上額：9,000千
<新規追加> 円（R2年度：-千円）

「脇町突抜町住宅」における周辺宿泊施設等との連携
件数：3件（R2年度：-件）
「脇町突抜町住宅」におけるチャレンジショップ利用
件数：1件（R2年度：-件）

理由 うだつの町並み古民家改修による観光経済活性化事業によ
る成果を測定する。

事業 ○うだつの町並み古民家改修による観光経済活性化事業
<新規追加> 〈観光交流課〉

事業 国の拠点整備交付金を活用し、滞在型観光への転換と空き
内容 家の利用促進に取り組む。

事業 ○観光プロモーションプロジェクト推進事業〈観光交流課〉
<新規追加>

事業 企業版ふるさと納税を活用し、ロケツーリズムの造成を軸
内容 とした「儲かる観光」の推進に取り組む。
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《基本目標①》

新ﾍﾟｰｼﾞ 区 分 改 訂 内 容

5 ＫＰＩ にし阿波における農泊施設の延べ利用者数〔内、美馬市
(続き) <新規追加> における利用者数〕：5,000人〔2,140人〕（R3年度：-人〔-

人〕）

理由 推進交付金申請事業「ＳＤＧｓ先進地域『にし阿波』にお
ける農泊観光推進プロジェクト」の成果を測定する。

事業 (4)○ＳＤＧｓ先進地域「にし阿波」における農泊観光推
<新規追加> 進プロジェクト広域連携（推進交付金）〈観光交流課〉

事業 にし阿波を「ＳＤＧｓ先進地域」と位置づけ、地方創生推
内容 進交付金を活用し、県西部２市２町で農泊を核とした観光

振興に取り組む。

ＫＰＩ 改訂前 (4)吉田家住宅「はなれ家」物産館年間売上額：40,000千
<削除> 円（R1年度： 0千円）

吉田家住宅「はなれ家」物産館年間外国人入館者数：700
人（R1年度：0人）
吉田家住宅「はなれ家」物産館年間入館者：28,000人（R
1年度：0人）

理由 関連事業終了のため。

事業 改訂前 (4)○うだつの町並み滞在型魅力発信事業（拠点整備交付
<削除> 金） 〈観光交流課〉

理由 事業終了のため。

事業 改訂前 (4)○「トリプル認定（観光圏・食と農の景勝地（Savor
<削除> Japan）・世界農業遺産）」と豊かな地域資源を活かした「徳

島・にし阿波」の振興 広域連携（推進交付金）〈観光
課〉

理由 推進交付金不採択のため。

本文 (5) 地域経済の好循環の創出
<追記> デジタル地域通貨の導入等により、市内での消費喚起

による地域経済の好循環を創出する。

理由 域外から流入した利益を域内で還元する流れをつくること
を目指し、本文を加える。

ＫＰＩ デジタル地域通貨を利用できる店舗数：300店舗（R3年度
<新規追加> ：-店舗）

理由 デジタル田園都市国家構想推進交付金事業「デジタル地域
通貨による地域経済好循環創出事業」の成果を測定する。

事業 (5)○デジタル地域通貨による地域経済好循環創出事業（デ
<新規追加> ジタル田園都市国家構想推進交付金）〈企業応援課〉

事業 デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、キャッシ
内容 ュレス決済での接触機会の低減による感染拡大防止と、デ

ジタル活用による地域経済の好循環の創出に取り組む。
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《基本目標②》

新ﾍﾟｰｼﾞ 区 分 改 訂 内 容

7 担当課名 改訂前 (3)○サテライトオフィス誘致事業〈企業応援課〉
変更

改訂後 (3)○サテライトオフィス誘致事業〈観光交流課〉

担当課名 改訂前 (3)○「未来図（ミライズ）」を描く！サテライトオフィ
変更 ス誘致事業〈企業応援課〉

改訂後 (3)○「未来図（ミライズ）」を描く！サテライトオフィ
ス誘致事業〈観光交流課〉

ＫＰＩ (3)特定地域づくり事業協同組合での派遣労働者雇用数：
<新規追加> 5人（R2年度：-人）

理由 令和3年度に開始した事業に係るＫＰＩの掲載。

ＫＰＩ (3)ＭＩＭＡワーケーションファーム利用者の就農者数：
<新規追加> 15人（R3年度：-人）

理由 拠点整備交付金事業「スマート農業（ＩｏＴ水耕栽培施設）
導入による地域の担い手人材確保・育成事業」の成果を測
定する。

事業 (3)○スマート農業（ＩｏＴ水耕栽培施設）導入による地
<新規追加> 域の担い手人材確保・育成事業（拠点整備交付金） 〈に

ぎわい拠点課〉

事業 ＩｏＴ水耕栽培施設とワーケーションルームを兼ね備えた
内容 四国初のアグリワーケーション施設を整備する。

事業 (3)○移住おためし住宅事業 〈にぎわい拠点課〉
<追加> ○移住交流センター管理運営事業 〈にぎわい拠点課〉

理由 ＫＰＩとして定める「事業により移住した延べ世帯数」と
して実績を累計する事業をすべて列記するため。

担当課名 改訂前 (4)○「ふるさと美馬ファン倶楽部」事業 〈にぎわい
変更 交流課〉

改訂後 (4)○「ふるさと美馬ファン倶楽部」事業 〈観光交流
課〉
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《基本目標④》

新ﾍﾟｰｼﾞ 区 分 改 訂 内 容

11 担当課名 改訂前 (2)○木屋平･古宮･口山地区見回り服薬サポート事業 〈総
変更 務福祉課〉

改訂後 (2)○木屋平･古宮･口山地区見回り服薬サポート事業 〈保
険健康課〉

担当課名 改訂前 (2)○木屋平地区過疎地有償運送事業 〈総務福祉課〉
変更

改訂後 (2)○木屋平地区過疎地有償運送事業〈くらし・人権課〉

ＫＰＩ (3)「人生100年時代」美と健康のまちづくり推進プロジェ
<新規追加> クトにおける延べ参加者数（ジェロントロジー市民アンバ

サダー事業を除く）：1,900人（R3年度：-人）

理由 推進交付金申請事業「美馬市『人生100年時代』美と健康
のまちづくり推進プロジェクト」の成果を測定する。

事業 (3)○美馬市「人生100年時代」美と健康のまちづくり推
<新規追加> 進プロジェクト（推進交付金）〈美と健康のまち推進課〉

事業 100歳人生の後半に、市民が健康で積極的に地域社会に参
内容 加し、豊かな経験やスキル、「学び直し」によって身に付

けた知識等を存分に発揮できる姿を目指す。

担当課名 改訂前 (3)○美馬に夢をひらくアクティブライフ推進事業〈にぎ
変更 わい拠点課〉

改訂後 (3)○美馬に夢をひらくアクティブライフ推進事業〈美と
健康のまち推進課〉

担当課名 改訂前 (4)○美馬市×大塚製薬×徳島ヴォルティス連携健康づく
変更 りプロジェクト（推進交付金）〈保険健康課〉

改訂後 (4)○美馬市×大塚製薬×徳島ヴォルティス連携健康づく
りプロジェクト（推進交付金）〈美と健康のまち推進課〉

担当課名 改訂前 (4)○健幸アンバサダー育成・活動事業 〈保険健康課〉
変更

改訂後 (4)○健幸アンバサダー育成・活動事業 〈美と健康のま
ち推進課〉


